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簡易水道事業分担金 

水道使用料 

滞納繰越分 

施設使用料 

水道手数料 

利子及び配当金 

一般会計繰入金 

基金繰入金 

繰越金 

雑入 

1,050 

78,121 

466 

7 

75 

422 

66,124 

6,000 

1 

9,642 

161,908

歳　　　出 

合　　　計 

総務費 

事業費 

公債費
 

 

予備費 

1 

2 

3
 

 

4

平成２０年度の主な事業   
● 相満簡易水道の配水管布設替工事（倉渕地区）   
● 三ノ倉簡易水道の第６水源減菌設備設置工事（倉渕地区）   
● 相間増圧ポンプ場の受水槽更新工事（倉渕地区）   
● 湖畔簡易水道の電気計装設備更新工事（榛名地区）   
● 水道施設監視システム設備更新工事（榛名地区）  

一般管理費 

施設整備管理費 

元金 

利子 

予備費 

48,367 

79,394 

21,272 

10,875 

2,000 

161,908

水道事業  収益的収支 

水道事業  資本的収支 

下水道事業  収益的収支 

下水道事業  資本的収支 

　平成20年度予算は、収入が66億337万4千円で、前年
度比 99.8％、1,444 万 9千円の減額。支出は総額 62億
1,262万1千円で、前年度比98.6％、8,804万9千円の減
額となっています。公営企業として健全な財政運営を保持
しつつ、将来世代への負担の軽減、安心・安全な水道水の
供給、お客様満足度の向上を目指す予算編成に配慮しました。 
　今年度純利益の見込みは、3億9,075万 3千円（消費税
を含む）。また、右下グラフでは資本的収支の差し引きで
26億3,507万4千円の不足額が生じますが、これは内部留
保資金等で補てんします。 
 

収入収入 
6666億円億円 

支出支出 
6262億 

1千万円千万円 

収入 
66億円 

水道料金 
59億1千万円 

※消費税含む 

※消費税含む 

※消費税含む 

※消費税含む 

受託工事収益 
6千万円 

加入金 
1億8千万円 

その他 
4億5千万円 

きれいな水に 
するための費用 
17億2千万円 

お客様まで水を 
送るための費用 
4億5千万円 

メーターの検針・ 
料金徴収・ 

窓口サービス等 
の費用 

4億9千万円 

減価償却費等 
21億円 

企業債の償還利息等 
10億1千万円 

その他 
4億4千万円 

利益 
3億9千万円 

収入収入 
8080億 
2千万円千万円 

収入 
80億 
2千万円 

下水道使用料 
39億6千万円 

支出支出 
7575億円億円 
支出 

75億円 

利益 
5億2千万円 

一般会計からの 
負担金・補助金 
39億7千万円 

受託事業利益 
9千万円 

その他 
77万円 

その他 
6億3千万円 

企業債の償還利息 
18億8千万円 

流域下水道の 
維持管理費 
9億6千万円 

減価償却費等 
30億円 

水処理センター 
の維持管理費 

6億円 

下水道管・ 
ポンプ場等の 
維持管理費 
2億7千万円 

下水道普及促進 
のための費用 
1億6千万円 

企業債 
5億円 

支出支出 
3535億 

5千万円千万円 

支出 
35億 

5千万円 

受益者からの 
負担金等 
3億7千万円 

配水管・ 
施設の整備費 
15億9千万円 

その他 
3千万円 

企業債等の償還金 
17億7千万円 

人件費・ 
固定資産購入費 
1億6千万円 

国・県・一般会計 
からの補助金 
4千万円 

不足する額 
26億4千万円 

企業債 
29億円 

下水道管・施設 
の整備費 

18億3千万円 

雨水管の整備費 
2億1千万円 

国・県から 
の補助金 
7億円 

一般会計から 
の負担金・補助金 
5億3千万円 

受益者から 
の分担金・ 
負担金等 
1億4千万円 

事務費等 
2億8千万円 

流域下水道建設 
の負担金 

1億4千万円 

企業債の償還金 
61億2千万円 

不足する額 
43億1千万円 

水道事業会水道事業会計 水道事業会水道事業会計 水道事業会計 下水道事業会計 下水道事業会計 下水道事業会計 

支出支出 
8585億 

8千万円千万円 

支出 
85億 

8千万円 

支出 
62億 

1千万円 

149,700戸 
47,703,000m3 

130,693m3 
（平成20年度見込みに基づく） 

 

給 水 戸 数  
年 間 総 給 水 量  
一日平均給水量 

予算の概要 

平成20年度 平成20年度 

●管網整備事業 
　安全でおいしい水の安定供給やライフラインの強化によ
る災害に強いまちづくりを目指し、市内中心部で使用され
ている老朽管を耐震管に切り替えるとともに、群馬・榛名
地区の石綿セメント管の布設替えを行います。 

●配水設備整備拡張事業 
　地域からの要望などに基づく配水管布設工事を実施します。

●負担工事事業 
　土地区画整理事業に伴う配水管の布設工事、下水道事業
や道路建設事業に伴う配水管の布設替工事、消火栓の新設
工事等を行います。 

●施設改良事業 
　中島浄水場ろ過機更新工事、浄水場総合監視システム改
修工事、新町浄水場配水設備及び水中ポンプ更新工事等を
行います。 

主要事業 

98,188 戸 
43,280,963m3 

118,578m3 
（平成20年度見込みに基づく） 

 

水洗便所設置戸数 
年 間 処 理 水 量  
一日平均処理水量 

　平成20年度の予算は、収入が80億2,196万 9千円で、
前年度比104％、3億1,187万 4千円の増額です。支出は
75億606万3千円で、前年度比98.8％、9,003万4千円
の減額となっています。 
　今年度は、特に黒字経営を基本に、財政計画に即した予
算編成を行い、公的資金の繰上償還による将来世代への負
担の軽減等、健全な財政運営に配慮した予算となっています。
また、昨年に引き続き汚水・雨水管きょの整備や河川・湖
沼の水質保全のための施設整備、下水道管網図（電子データ）
の各事務所への段階的な配備等も進めていきます。 
　今年度純利益の見込みは5億1,590万6千円（消費税を
含む）。また、左下グラフでは資本的収支の差し引きで43
億1,031万 4千円の不足額が生じますが、これは内部留保
資金等で補てんします。 

予算の概要 

●管きょ布設事業 
　高崎地区の市街化調整区域を中心に整備を図るほか、箕郷・
群馬・榛名地区において管きょ布設を行います。 

●雨水対策事業 
　浸水対策として、高崎地区で一貫堀川第10排水区、井野
川右岸第４排水区等で整備事業を行います。 

●城南雨水滞水池建設事業 
　高崎地区の旧市街地合流改善事業の一環で、前年度に引
き続き本体工事・機械設備工事を行い、平成23年度の稼動
を目指します。 

●榛名湖特定環境保全公共下水道施設改良事業 
　現有施設の老朽化に伴い、平成19年度より改築更新事業
を行っています。前年度に引き続き、機械・電気設備の更
新工事等を行います。 

●負担工事事業 
　国道354号（伊勢崎街道）の道路拡幅事業や上中居土地
区画整理事業に伴う下水道管移設工事を行います。 

●施設改良事業 
　阿久津・城南水処理センター、ポンプ場各施設の建物・
電気・機械設備更新工事を行うほか、不明水対策として管
更生工事を行います。 

●流域下水道建設事業 
　玉村町の県央水質浄化センターの建設負担金です。 

主要事業 

収入収入 
9億 
1千万円千万円 

収入 
9億 
1千万円 

収入収入 
4242億 
7千万円千万円 

収入 
42億 
7千万円 

（単位：千円） 平成20年度簡易水道事業等予算  


